
県で実施している事業・支援

令和元年９月５日

熊 本 県



神屋敷橋

至 頭地

右岸側：国道

左岸側：村道

至 宮園

1

国道４４５号（九折瀬地区）、村道神屋敷線の整備

神屋敷トンネル

九折瀬洞

H27～H28 測量、設計、路側擁壁・舗装工事

H29 橋梁下部工工事

H30 橋梁上部工工事、橋台取付工事

R1 橋梁下部工工事、路側擁壁工事
R1 村道
橋梁下部工工事、路側擁壁工事

国道445号(九折瀬地区）

村道神屋敷線

●事業概要 H30 R445 拡幅工事

H30 村道 橋梁上部工工事
橋台取付工事

R1 R445 橋梁上部工工事

H24 現況（転石）調査

H25 ルート検討、地元説明

H26 ルート決定、地質調査、測量設計

H27 橋梁詳細設計（下流側）、擁壁設計

H28 路側擁壁工事

H29 橋梁下部工工事、路側擁壁工事

H30 橋梁上部工工事、橋台取付工事、拡幅工事

R1 橋梁上部工工事、路側擁壁工事

H30 R445 橋梁上部工工事、橋台取付工事

R1 R445 路側擁壁工事



国道４４５号（九折瀬地区）、村道神屋敷線の整備

至 宮園
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村道神屋敷線 橋梁上部工工事完了＜H31.2～7月＞

国道４４５号(九折瀬工区） 橋梁上部工工事着手＜H30.12～R2年度（L=105m）＞
橋台取付工事着手＜H31.2～Ｒ元年度＞

● 現在の状況

施工前

施工前

施工中（橋台取付工：左岸側）

完 了

施工中（橋台取付工：右岸側）



国道４４５号(九折瀬地区）、村道神屋敷線の整備

神屋敷橋
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国道４４５号
橋梁上部工工事
路側擁壁工事

村道神屋敷線
橋梁下部工工事
路側擁壁工事

神屋敷トンネル

国道４４５号－橋梁上部工工事等 村道神屋敷線－橋梁下部工工事等

● 令和元年度 事業の概要（計画）

左岸

右岸

至頭地

至宮園

至頭地

至宮園



H27開設済区間
L=420m

BP

EP

○五木村役場

H28開設済区間
L=348m

H28開設済区間
L=220m

林道開設（森林基幹道瀬目下谷線）
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森林基幹道 瀬目下谷線

事業期間 平成26年度
～ 令和5年度

事業内容 延 長 21.15km
幅 員 4.0m

平成26年度 全体計画調査実施
平成27年度 開設区間 L=420m
平成28年度 開設工事 L=568m
平成29年度 開設工事 L=861m
平成30年度 開設工事 L=724m
令和元年度 開設工事 L=1,490m

H29開設済区間
L=229m

H29開設済区間
L=632m

施工前

施工後

①

①矢印 作業道改築区間

H30開設済区間
L=724m

R1開設予定区間
L=520m

R1開設予定区間
L=300m

R1開設予定区間
L=400m

R1開設予定区間
L=270m
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復旧治山事業（事業期間：H29～H30）

嶽（山腹工）

被災状況

〈復旧計画〉平成29～30年度（総事業費 112,200千円）

○平成29年度繰越
事業名：復旧治山事業
工 種：山腹工 0.13ha（法枠工1,376.5m2ほか）
工 期：平成29年7月3日 ～ 平成30年5月31日

○平成30年度（補正）繰越
事業名：復旧治山事業
工 種：山腹工 0.10ha（固定工1,269m2）
工 期：平成31年3月27日 ～ 令和元年12月23日

H30（補正）
ﾛｰﾌﾟ固定工

H30（補正）
ﾛｰﾌﾟ固定工

H29法枠工

H30（補正）実施個所

嶽地区
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復旧治山事業（事業期間：H29～R2）

横手（渓間工）

〈復旧計画〉平成29～令和2年度（総事業費 222,900千円）

○平成29年度（補正）事故繰越
事業名：復旧治山事業
工 種：谷止工 １基
工 期：平成30年6月18日 ～ 令和1年11月29日

○平成30年度（補正）繰越
事業名：復旧治山事業
工 種：谷止工 １基
工 期：平成31年3月29日 ～ 令和2年2月14日

○令和2年度（予定）
事業名：復旧治山事業
工 種：谷止工 １基

山腹工 0.14ha（厚層基材吹付工2,363.6m2ほか）

被災状況 H29（補正）しゅん工状況

横手地区
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荒廃渓流の災害復旧（球磨郡五木村甲字上荒地地区）

上荒地（渓間工）

〈復旧計画〉平成30年度（総事業費 146,772千円）

○平成30年度繰越
事業名：災害関連緊急治山事業
工 種：谷止工 ２基
工 期：平成31年2月19日 ～ 令和2年2月28日

被災状況 復旧イメージ



～ くまもと林業大学校【長期課程】ｉｎ 県南校 ～

◆令和元年度に九州初となる「くまもと林業大学校」を設置し、
県北校と県南校に分けて運営

◇県北校）座学拠点：林業研究・研修センター フィールド：県北地域中心
◇県南校）座学拠点：五木村役場 フィールド：県南地域中心

◆林業に必要な技術と現場力を身に付けて、即戦力となる人材などを育成

◇全体生徒数 １７名
うち県南校 ６名
（球磨地域内の高校新卒者１名、球磨管内居住者２名、Ｕターン者１名、県外者２名）

１ 概要

２ 実施状況

熊本県と五木村との運営に関する協定締結
（平成30年12月17日）

五木村役場を中心に座学を実施（50日間） チェンソーの操作法など現地実習の実施（150日間）県南校の生徒（後列） ６名

8



五木村への財政支援
●平成２３年６月の国、県、五木村の三者合意に併せ、村の振興に必要な事業の実施を

支援していくため総額５０億円の財政負担を表明

●県が実施する国道４４５号の整備等に活用するとともに、五木村が行う基盤整備事業

に対しては五木村振興交付金を交付
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【単位：百万円】

※ 県事業は、国道445号（九折瀬地区・五家荘トンネル）、旧道整備等

年 度
財政負担
全体額

村事業

県事業
事業数 事業費 交付額 主な事業内容

H２４～H２６
（実績）

2,643 64 3,444 1,671
・村道16路線、林道2路線の整備に着手(H24)
・携帯電話基地局整備に着手(H25)
・水没予定地(西部ｴﾘｱ)に五木源パークが完成

972

H２７
（実績）

409 17 800 373
・村道神屋敷線（県受託）の整備に着手
・林業従事者専用住宅を３棟整備

36

H２８
（実績）

346 16 886 326
・歴史文化交流館工事、オープン準備
・宮園大イチョウ周辺整備

20

Ｈ２９
（実績）

390 17 991 342
・歴史文化交流館「ヒストリアテラス五木谷」がオープン
・水没予定地(東部ｴﾘｱ)にコテージ等整備に着手
・林業センター改修 （移住者向け住居整備）

48

Ｈ３０
（実績）

510 16 698 391
・宮園大イチョウ周辺整備完了
・水没予定地(東部ｴﾘｱ)にコテージ等整備完了（R1.4.20ｵｰﾌﾟﾝ）

119

Ｒ１
（予算）

551 16 578 279・村営住宅整備（単身用４世帯）予定
・高齢者集合住宅候補地の選定及び設計予定

272

合 計 4,849 7,397 3,382 1,467
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新たな「ふるさと五木村づくり計画」

五木村振興交付金による新たな支援の概要

期間 令和元年度～令和５年度までの５年間

規模 総額３億円以内（五木村振興基金（１０億円）残を含む）

補助率 事業費の３／４以内

対象
重点的に取り組む４分野に該当する事業（村の実情に沿って弾力的に活用）
①観光・物産振興、②林業振興、③商工業の振興、④移住・定住の促進

【 Ｒ元年度の主な事業 】

・ ふるさと五木村観光推進事業 ・・・ 観光協会運営等に関する支援
・ 特用林産物生産支援事業 ・・・ 特産物（シイタケ等）の産地化（特産化）支援

・ 林業従事者育成確保対策事業 ・・・ 認定事業体への社会保険料等の助成
・ 五木村商工業振興対策事業 ・・・ 店舗新築及び改修等に対する支援
・ Ｕ・Ｉターン促進事業 ・・・ Ｕ・Ｉターンの促進に関する事業の実施

※ 基盤整備： 県の財政負担（５０億円）の表明に基づき、村が実施する基盤整備事業を支援。


